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会   議   録 

 

会議の名称  第４期 第１回戸田市男女共同参画推進委員会 

開催日時  令和５年１月３１日（火） 午前９時４０分～１１時１０分 

開催場所  戸田市役所 ５階 大会議室Ａ 

委員氏名  □ 小野塚 加代   □ 杉山 歩     □ 茂呂 理絵  

○□ 髙木 美香    □ 田口 香代子 ◎□ 結城 剛志 

 □ 大沼 公子   □ 谷島 宏美    □ 横田 秀子 

□ 加藤 ちあき    □ 橋爪 祐介   □ 井上 明美 

□ 本田 健 

（ ◎委員長 ○副委員長 ) 

（ □出席 ■欠席 ）    

事 務 局 峰岸課長 町田主幹 茂木主事 

議 題 （１）委員長・副委員長の選出について 

（２）第４期男女共同参画推進委員会における今後の予定について 

（３）その他 

 会議の経過 会議の詳細は別紙のとおり 

 会 議 資 料 別紙のとおり 
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（会議の経過） 

発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

副委員長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

 

２ 議事 

（１）委員長・副委員長の選出について 

委員長及び副委員長については、条例第１８条の規定により委

員の互選で定めることになっている。 

 

互選により、委員長は結城委員に、副委員長は高木委員が選出

された。 

 

委員長として、司会進行役に徹するが、物事を決める時には全

会一致で皆様のご理解いただく形で物事を決めていきたい。理由

として、男女共同参画は社会のマイノリティの運動としてはじま

り、行政の中に取り込まれ、形になってきたものと理解している。 

 

何か役にたてることはないかという思いでこちらに来させてい

ただいた。委員長をサポートし、取り組ませていだたきたいと思

う。 

 

（２）第四期男女共同参画計画委員会における今後の予定につい

て 

本推進委員会は、戸田市男女共同参画推進条例に基づき、男女

共同参画計画を男女共同参画推進委員会の意見を聴いて策定する

こと、男女共同参画の推進について調査、審議すること、苦情の

申し立てがあった際には、男女共同参画推進委員会の意見を聴い

て処理することなどの役割を担っている。 

これを前提とし、今後の予定について説明する。資料「（２）第

４期男女共同参画推進委員会における今後の予定について」に記

載のとおり令和５年度までは主に、第五次戸田市男女共同参画計

画の中間見直しをテーマとしていく予定である。現在の第五次戸

田市男女共同参画計画は令和元年度から１０年間の計画である

が、必要に応じて見直しを図ることとしており、令和５年度をも

って５年が経過することから、中間見直しを行う予定である。 

これに伴うスケジュールとしては、計画改定に伴う意識調査を

実施し、その結果を踏まえて、計画の見直しを行う予定である。

また、今回の見直しは、計画の理念や目標などの根幹となる部分

に関するような大幅な変更ではなく、現状にそぐわない部分など
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発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

 

について一部変更を行っていく予定である。 

意識調査については、令和５年度の前半で送付を行うため、今

年度内に内容を固めていきたいと考えている。意識調査票につい

ては、前回実施した平成２９年度の段階からどのような変化があ

ったかなどを測っていくことが大きな目的となるので、前回の調

査票の調査内容を基本的には引き継いでいくこととなるが、この

５年間での変化を踏まえ、適宜、修正していきたい。 

本日、前回の市民向けの調査票に修正等のご意見があれば、来

月の２月１５日までにご連絡いただきたい。その意見や内部での

検討結果などを踏まえて、今年の３月下旬に改めてこの推進委員

会を開催して、市民意識調査の調査票の内容をその回で固めてい

く予定である。 

なお、計画改定に伴う業者への委託については、今年３月議会

での議決次第ということになるが、市民意識調査票の送付や、計

画素案の策定支援、印刷製本などを検討している。 

また、男女共同参画川柳についてであるが、次年度も同様に６

月パネル展での展示を予定しているが、次回の募集については、

より広く周知するため、あいパルフェスタも開催される３月に行

い、応募のあった川柳についての審議を４月下旬の推進委員会で

行いたいと考えている。募集に当たっては、男女共同参画川柳の

募集のチラシを活用していきたいと考えている。 

  

２年間の委員会の開催スケジュールについてご説明いただい

た。今後の計画がかなりきちんと定められていると感じた。 

まず、条例の説明があり、本委員会が条例に基づき、男女共同

参画計画について検討するなどの役割があり、直近では、第五次

戸田市男女共同参画計画の中間見直しをするためにアンケート調

査を行う予定で、そのアンケート調査の内容についてチェックを

し、時代に合ったものに修正する必要があるという説明があった。

アンケート調査についての意見については、２月１５日までに事

務局に直接ご意見をお伝えするということでよろしいか。 

 

そのとおりである。 

 

男女共同参画川柳についても説明があったが、初めてでわから

ない方もいると思うので、内容について募集チラシをご確認いた

だければと思う。 

市民意識調査票については、中身について確認していただかな
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発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

副委員長 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

いとわからないと思う。 

事務局としてはアンケートについて具体的に修正したいと思う

項目はあるか。 

 

現時点では具体的に決めているわけではないが、コロナ禍で状

況が変わったりしていることもあると思うので、そのあたりを場

合によっては追加したりすることを考えている。ただ、アンケー

ト内容にボリュームがありすぎると、負担が増えて回答率の低下

につながりかねない。設問を増やした場合は一部削るなどの対応

も検討する必要があると考える。 

 

２月に事務局にて意見を集約して、３月に修正された調査票の

案をもとに、本委員会で検討する予定とのことである。調査票の

文言の決定はいつまでにすることになるのか。 

 

次回の３月２３日の会議で概ね決定していきたいと考えてい

る。調査項目については、現在の第五次戸田市男女共同参画計画

の指標になっている項目もあり、これらについては今回も同様に

聞いていくことになる。 

 

やや窮屈なスケジュールであると感じる。 

 

前回のアンケートの回答率について伺いたい。 

 

前回のアンケートについては３，０００人に対し実施し１，１

２４票の回収で有効回答率は３７．５%という結果だった。４割弱

という結果である。 

 

アンケートの中身についてはまだ確認できていないが、紙だけ

ではなく、ネット環境でアンケートの回答ができる方法について

も検討した方がよいのではないか。 

 

委託業務と予算の兼ね合いもあるが、その中で可能かどうか検

討していきたい。 

 

委託する必要はあるのか。例えば、高校生、大学生や研究室と

かにお願いすれば、簡単に Googleを使用してアンケートフォーム

を作成することができるのではないか。セキュリティの部分があ
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発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

るかもしれないがシステム的にはそれほど難しくないのではない

か。 

 

市の業務を取り扱うということで、外部にお願いしていくには

セキュリティなどのハードルがある。また、実際の集計に当たっ

ては、入力作業があったり、クロス集計があったり、作業が何段

階か発生し、相当のボリュームがあることから、委託業務で外注

するほうが効率的であり、かつ、合理的と考えている。 

 

アンケートの内容はあまり細かくなく、興味を引くものにする

とよいのではないか。あまりボリュームがあると途中で嫌になっ

てしまう。内容的にかみ砕いて回答しやすいものになればよい。 

 

全問回答してくれた方にプレゼントを配布するのはどうか。 

 

現状ではそのあたりは考えていない。 

税金を使っての調査になるため予算的に制約がある。今のとこ

ろ市の施策にご協力をお願いする形になる。 

アンケート方法については、時代の流れも変わってきているの

で、やりやすいものがあるか検討していきたいと思う。ご意見を

事務局にお寄せいただければと思う。実際に具体例をご紹介いた

だければ検討しやすい。具体的にお願いしたい。 

 

例えば全問に答えないといけないものではなく、防災とかＤＶ

など自分の興味のある設問だけに回答できるようになれば、ハー

ドルが下がるのではないかと思った。パートナーシップ制度がス

タートしたので、それについての設問も盛り込めるとよい。 

 

男女共同参画のアンケートはそれほど難しい内容ではないと思

うが、どの年代をターゲットにしていけばよいのか。男女共同参

画の視点や知識がある私たちは受け入れられるが、分からない人

にとっては、もう少しかみ砕いて、入っていきやすいようなもの

にした方がよい。 

 

前回、アンケートの作成に当たり、対象年齢や内容について激

論になった経緯がある。今回は個別に集約して事務局がまとめる

形にしている。スケジュール的に不安はある。 

答えやすいアンケートにしていく必要があり、どこまでできる
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発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

か分からないが、工夫の余地はある。 

 

紙ベースが大変だという話があったが、私は割と答えやすいと

思っている。コロナを経験したことによって、文言が付け加えら

れるのではないか。限定されてしまうかもしれないが、紙に則っ

て職員の方が会話で聞いてアンケートに回答していく方法はどう

か。書き込むのが大変な方には、公民館などで職員が回答に協力

することができれば、もう少し負担なくできるのではないか。 

市民意識調査としてやるなら、もう少し回答率をあげて半分く

らいにしたい。 

 

対象として１５歳以上の人としているが、回答に関して、年代

別の回答率の目標などはあるのか。 

 

年代別の回答目標はない。 

 

配偶者についての設問など、１５歳の人が答える内容ではない

ものもある。 

 

１５歳からの人を対象にしているアンケートは確かに少ない。

約１０年前のアンケートでは１８歳以上の市民を対象にしてい

た。過去の記録を確認したところ、男女共同参画推進委員会の会

議の中で１５歳以上に実施するのが望ましいという意見があり、

そのとおり実施したという経緯がある。 

 

理想を言えば、男女共同参画は各世代で抱えている問題が違う

ので、アンケートも分けるべきだと思う。今回のアンケートにお

いては、戸田市民を対象にしているのでなかなか難しいと思うが、

今後何かに取り組むことになった時には必要であると思う。 

 

意識調査の目的としては、条例の見直しに活かしていくのか。 

 

条例に活かしていくのではなく、あくまでも第五次戸田市男女

共同参画計画の中間見直しに活かしていくことが目的である。 

 

去年と今年も違う。今までとは変わる部分も出てくると思う。

ＬＧＢＴＱという言葉もほぼ４年前は意識することはなかった。

アンケートの柱の部分は変わらないと思うが、市民の方に意識し



- 7 - 

発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

ていただき、よりよい社会を作っていくことを提示できればと思

う。 

 

性的マイノリティについてはここ数年間で大きく変わった。パ

ートナーシップ・ファミリーシップ届出制度ができたこともあり、

新たに項目が追加になる可能性はある。項目については、具体的

にご意見をいただけるとありがたい。 

 

インターネットの回答方法があると答えやすくて良いと思う

が、高齢者になるとスマホが扱えないケースも増えてくると思う

ので、年齢層によってアンケートの答え方も変わってくる。答え

やすくするためにどうしたらよいかが課題である。 

 

世代別の回答率については、前回の意識調査の報告書に出てお

り、戸田市のホームページで見ることもできる。 

若い方の方が、回答率が低くなる傾向があるが、それなりに答

えてもらえると思う。各世代にまんべんなく答えていただけるよ

うな質問づくりをしていきたい。 

 

アンケートについての意見がある場合は、具体的にいただきた

い。 

 

他にご意見、ご質問がないようなので、次の議題に移らせてい

ただく。 

 

（３）その他 

あいパルフェスタでの啓発活動について、事務局からご説明い

ただきたい。 

 

戸田市の男女共同参画の推進拠点である、上戸田地域交流セン

ター「あいパル」では、３月に「あいパルフェスタ」というイベ

ントが開催される。それに合わせて男女共同参画推進委員会の有

志委員による啓発活動を行うことが可能であると考える。 

委員の皆様にはスケジュールをご確認いただき、有志による啓

発活動に参加が可能な場合は出席できる日時等を事務局までメー

ルまたは FAXにて、２月５日までにご連絡をお願いする。 

啓発活動の実施日時及び具体的な内容については、参加希望の

あった委員の皆様と調整の上、決定したい。 
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発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

一同 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

現時点で、３月１１日に３名が実施希望あり 

 

啓発活動は男女共同参画のＰＲになると思う。 

 

ぬりえやクイズについては、委員の方にご意見をいただければ

と思う。印刷や啓発品などの準備は事務局でやらせていただく。 

当日４名集まらないと実施は難しいと思う。ローテーションを組

んで実施できればと考える。 

 

一日通しではなく皆さんの負担のかからない範囲でやっていた

だければと思う。今のところ１１日が有力だと思うので、ご参加

いただける方はご予定いただければと思う。 

 

ご自由にお取りいただく形式でもよいのか。 

 

過去には掲示形式で実施をしたことはある。 

 

時間を短くしてもよいのではないか。 

 

男女共同参画について知らない人が多いので、啓発活動が大切

になる。 

 

ぬりえについては、以前使っていたものをリニューアルして使

用すればよいだろう。 

 

あいパルフェスタでの有志による啓発活動については、皆様に

はスケジュールをご確認いただき、参加できる方はご連絡いただ

きたい。委員の皆様のスケジュールを調整の上決定したい。 

  

男女共同参画川柳についてであるが、千代田区では、地域の公

民館で活動している団体に声をかけたりして、２５０以上の川柳

の応募があり、表彰したりもしている。 

 

あいパルで活動しているサークルの方や職員の方に声をかけて

いただくことは可能か。 

 

前回はあいパルのサークルの方や職員の方に声をかけさせてい
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発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

 

事務局 

 

委員 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

 

ただいた。今回もお声をかけさせていただく予定である。 

 

ぜひあいパルの団体にも声をかけていただければと思う。 

 

 戸田でもそういった繋がりで発信できたらよいと思う。 

 

他に意見がないようなので、以上で本日の議事については終了

とする。 

 

以上をもって、本日の男女共同推進委員会を閉会する。次の会

議については３月２３日に開催予定である。 

 

４ 閉会 

 

 

 


